


































点検」の 3つの項目に分けた。また、1 日で複数の作業をした場合は、それぞれを 1件として、集計した。 
3. 集計結果と考察 
5 年間で伊佐観測室に行った回数は、29 回であった。作業の対象ごとに集計した件数は、33 件であった。



























①電話が繋がる：ルータの故障、もしくはハングアップ  →予備と交換 
ロガーの故障                   →予備と交換 
②電話が繋がらない：停電、電話回線の障害・故障    →停電情報の確認 
電力会社、電話会社へ連絡 
         ルータの故障、もしくはハングアップ→予備と交換 
 
 事前に対処手順を確認、検討することで障害の発生時に迅速に対応をすることができる。ルータのハング
アップ時は、再起動が必要となるが、現状では再起動のために観測室に行き電源の ON/OFF をする必要があ
るため、効率が悪い。そこで、ルータのハングアップ対策として、リブーターの導入を検討することにした。
リブーターを設置することで、自動で電源の ON/OFF をしてくれるため、観測室へ行かなくてもルータの再
起動が可能である。 
5. 終わりに 
 記録を整理することで、故障の多い機器や箇所、原因などを洗い出し、状況を整理することができた。今
回は過去 5 年間の作業記録などを整理したが、今後は期間を広げて整理すること、他の観測点や観測室につ
いても整理することを予定している。今回整理した期間だけでは見えてこなかった観測機器の不具合の原因
や状況が分かってくるかもしれない。 
 
